
令和元年度 第２回 御殿場市中小企業振興推進会議 議事概要 

 

令和２年３月１２日(木)開催 １５：００～１６：００ 

御殿場市役所東館２０１会議室 

※委員８名出席（全１１名） 

 

 

1 開会 （全体進行：御殿場市商工振興課長） 

 

2 情報提供  

(1)新型コロナウィルス関連情報について…資料 2-1、2-2 

（説明：事務局） 

（質疑等） 

芹澤委員長 市としての支援は何かないのか。 

事務局 今の段階ではない。刻々と状況が変化している中で、市長としては

何かしらの経済対策をやらなければならないという意思は持って

いる。 

芹澤委員長 金融機関では何かあるか。 

田代委員 セーフティネット保証等行っている。普通保証とは別枠で金利も安

い。政策公庫が無利子・無担保でやるということなので、これが気

になるところ。沼信では今週末から休日相談窓口を本店と御殿場営

業部で始める。他の金融機関も新聞発表している。 

芹澤委員長 大変なところはたくさんあると思う。 

田代委員 通常の保証協会は固いが、今回は融資の審査が比較的通りやすいよ

うだ。 

芹澤委員長 かなり深刻な状況のところもあるようだ。気持ちはわかるが、何で

もかんでもイベント等中止というのはよくない。 

事務局 市の HP にもコロナウィルス対策の情報を載せているので活用して

ほしい。 

 

3 議事 

(1) 中小企業振興推進プラン(案)について 

（説明：事務局） 

（質疑等） 

芹澤委員長 このことについて意見あるか。 

田代委員 金融機関としては、地域密着や中小企業の発展など、謳っているこ



 とは大体同じ。具体的な内容は違う。藤枝のプランには各金融機関

のメニューが掲載されていたので、金融協会で集まったときにこの

区分けで羅列をするようにする。 

矢部委員 

 

中央会としては、17ページの産業人材確保事業について、来年度

の事業としてあるか確認する。他は例年の事業として継続する。 

髙橋委員 労福協としては、労働者の立場から意見するのは難しい。 

大川副委員長 同友会としてはこのままでいいと思う。 

勝又委員 事業承継の箇所について、市としての支援があれば載せてほし

い。金融機関も連携してやっていると思うが。 

田代委員 沼信では、県の事業引継ぎ支援センターと連携して M&Aに力を入

れている。バトンズやインターネットを活用し、売りたい企業、

買いたい企業が登録して結び付けるということもやっている。 

勝又委員 ちなみに御殿場市内で M&Aはどのくらいあるか分かるか。 

田代委員 小さいのもあるので、あることはある。 

矢部委員 函南で金融機関と連携して成功した事例があった。事業承継はデ

リケートな話で、身内にも言わずに悩んでいる事業主もたくさん

いると思う。それをどうやって表に出すか。富士市の本会議で

は、委員数名で事業承継部会という部会を設けている。委員が事

業承継について学ぶため、委員と商工会の会員などがグループワ

ークをしたりしている。オブザーバーとして県立大学の先生がい

る。去年 1年間行い、明日その発表会がある。我々が事業承継に

対する議論を深めていくことが大切ではないか。 

勝又委員 まだ一般的にはなじみがない。近い将来には重要になってくると

思う。最近はコロナの影響で、小規模事業者はどんどん吸収され

て、事業所数が減少していくのではないか。 

矢部委員 BCPという視点で、災害からいかに早期に復旧するかということだ

が、これまでは地震、去年あたりから台風、今年に入って感染症

に対して、どうやって企業復旧するのかがテーマになってくると

思う。 

芹澤委員長 本会議の委員は任期で変わってしまうので、何か策を考えないと

いけない。意見を出して終わりになってしまう。 

大川副委員長 どこの行政でもそれが問題になっている。富士宮は特殊な事例

で、オブザーバーがたくさんいる。なかなか真似できない。同友

会においても、自分から中々引き継げない状況。 

田代委員 プランの中に数値的なもの、例えば中小企業の数とかを入れた方

がいいと思う。そうすれば、何年後かに見直したときによくわか



る。継続的に数字の変異が分かるような形に。市内の企業の 99％

とあるが、そもそも母数は何社なのか、その辺が分かればいい。 

芹澤委員長 商工会員で今廃業が多い。入会の数を廃業が上回っている。非会

員に入会を勧めているが、メリットがないと言われてしまう。 

勝又委員 御殿場の土地柄的に、若者が新たに起業したいと思うような魅力

ある産業がないか。 

大川副委員長 町の魅力はあると思う。ただ発信力が弱い気がする。事業者も勉

強していかなくてはならない。 

芹澤委員長 新しい工業団地の申し込み状況はどうか。 

事務局 期限が７月末なので、問い合わせはあるが申し込みはまだない。 

芹澤委員長 地元の中小企業者向けの工業団地の計画はどうか。 

事務局 庁内で検討している段階。 

芹澤委員長 タイミングも難しいが、1000坪以内とかであるといいか。 

 

4 事務連絡 

 

5 閉会 


